
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

音楽ホール関連シンポジウム 

仙台市では現在、音楽ホールと中心部震災メモリアル拠点の 

複合施設を青葉山エリアに整備する検討を進めています。 

市民の皆様とともにより良い施設のあり方を考えるべく、音楽 

ホールに焦点を当てたシンポジウムを開催いたします。 

劇場計画研究者、音響コンサルタント、指揮者という３つの異

なる分野の専門家のお話を通じ、ホールという空間や文化芸術

が持つ多面的で奥深い魅力を探ります。 

ホールの楽しみ 

～「響き」を巡って～ 

 

日時 

令和５年２月４日（土） 

14：00 開始  

（開場１３：３０ 終了予定１６：１５） 
 

会場 

エル・パーク仙台 

ギャラリーホール   
 

入場無料 

 要事前申込（先着 200 名） 

 

動画配信 
も実施します 

 

主催：仙台市 

＊申込方法・動画配信の詳細は裏面をご覧ください。 

プログラム 
 
(報告) 

音楽ホールの検討状況について （仙台市説明） 

(基調講演) 

「社会とともに変化するホール」 

劇場計画研究者 本杉 省三 氏 
(日本大学名誉教授)   

「ホールの音響を設計するとは」 

音響コンサルタント 小口 恵司 氏 
(㈱永田音響設計 代表取締役社長) 

「指揮者からみたホール、音楽を届けるとは」 

指揮者 広上 淳一 氏 

(パネルディスカッション) 

パネリスト３人によるディスカッション 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小口 恵司 （㈱永田音響設計代表取締役社長、東京工業大学特任教授、音響工学研究者） 

 九州芸術工科大学大学院修了。㈱永田穂建築音響設計事務所（現 ㈱永田音響設計）に入社。コン
サートホールをはじめとする様々な空間の設計に音響コンサルタントとして参画するとともに、
音響シミュレーション技術の開発にも携わる。福島市音楽堂、水戸芸術館、東京芸術劇場、京都
コンサートホール、Helsinki Music Centre、上海交響楽団ホール、Elbphilharmonie など多くの
プロジェクトに参画。博士(芸術工学)。 

 

 

 

■登壇者プロフィール  
       

 

 

問合せ：仙台市文化観光局文化振興課 ０２２－２１４－６１３９ 
 

  

■申 込  令和 5年 1月 12日（木）  

10：00から受付開始 
（定員に達した段階で受付を終了します） 

○下記宛先へ電子メールまたは電話により申し込んでください。 

メールアドレス ： sim004120@city.sendai.jp 

（メールのタイトルは「音楽ホールシンポジウム申込」としてください） 

電話番号      ： ０２２－２１４－６１３９ （仙台市文化振興課） 

 ○申込にあたっては、下記内容をお知らせください。  

①参加者全員の氏名・ふりがな（１申込で3名まで） 

②申込者の電話番号 ※個人情報は本シンポジウムに関することに限り使用します 

エル・パーク仙台 ギャラリーホール 

仙台市青葉区一番町4-11-1 

仙台三越定禅寺通り館6階 
 
地下鉄南北線「勾当台公園駅」下車 

（南 1番出口連結） 

 

【注意事項】 

①入場時の検温やマスク着用、手指消毒など、基本的な感染症対策

にご協力ください。 

②発熱や風邪などの症状がある場合はご来場を控えてください。 

③未就学児の方は参加できません。 

④介助の必要な方、車椅子ご利用の方は申込時にお伝えください。 

 

 

大学助手勤務の傍ら、文化庁において第二国立劇場設立準備に携わる。ベルリン自由大学演劇研

究所（DAAD 奨学生）、ベルリン・ドイツオペラ及びシャウビューネ劇場研究員。劇場建築に関

し計画から運営までの総合的な研究を行う。新国立劇場、愛知芸術文化センター、新潟りゅーと

ぴあ、Kunstlinie Almere、まつもと市民芸術館、台中國家歌劇院、鶴岡市文化会館など多くのプ

ロジェクトに参画。工学博士。国際センター駅北地区複合施設基本構想に関する懇話会委員。 

 

九州芸術工科大学大学院修了。㈱永田穂建築音響設計事務所（現 ㈱永田音響設計）に入社。コン

サートホールをはじめとする様々な空間の設計に音響コンサルタントとして参画するとともに、

音響シミュレーション技術の開発にも携わる。福島市音楽堂、水戸芸術館、東京芸術劇場、京都

コンサートホール、石川県立音楽堂、Helsinki Music Centre、上海交響楽団ホール、

Elbphilharmonie、高崎芸術劇場、House of Music Hungary など多くのプロジェクトに参画。

博士(芸術工学)。 

 

小口 恵司 （㈱永田音響設計代表取締役社長、音響コンサルタント） 

 

26 歳でキリル・コンドラシン国際指揮者コンクールに優勝。ノールショピング響、コロンバス響

など欧米のオーケストラで数々のポストを歴任。コンセルトヘボウ管、イスラエル・フィル、ロ

ンドン響、サンクトペテルブルク・フィルなどへも客演を重ねる。2022 年まで 14 年にわたり

京都市響常任指揮者を務めた。現在、オーケストラ・アンサンブル金沢アーティスティック・リ

ーダー、日本フィルハーモニー交響楽団フレンド・オブ・JPO（芸術顧問）、札幌交響楽団友情指

揮者、京都市交響楽団 広上淳一。東京音大指揮科教授として教育活動にも情熱を注いでいる。 

音楽ホール関連シンポジウム  ホールの楽しみ～「響き」を巡って～ 

 

 

 

下記のＱＲコードへアクセス 

仙台市ＨＰにジャンプします 

         

https://www.city.sendai.jp/bunkashinko

/gakuto/symposium.html 
 
※シンポジウム全編をライブ配信 

※イベント終了後もご覧になれます 

 

会場アクセス 

■動画配信（ＹｏｕＴｕｂｅ） 

 

広上 淳一 （指揮者） 

 

本杉 省三 （日本大学名誉教授、劇場計画研究者） 

 


